
 
 

遊 漁 船 業 者 登 録 申 請 書 証 紙 貼 付 欄 
(消 印 し て は な ら な い 。) 

 

 

登 録 の 種 類 

 

 

新 規 ・ 更 新 
※ 登  録  番  号 ※記入しない 

※ 登 録 年 月 日 ※記入しない 
 
 

こ の 申 請 書 に よ り 、 遊 漁 船 業 者 の 登 録 の 申 請 を し ま す 。 
 

令和〇年〇月〇日 
 

 

申 請 者 鳥取 太郎 
 

 
 

鳥取県 知 事 殿 

フ リ ガ ナ 

氏 名 又 は 名 称 
  ﾄｯﾄﾘ  ﾀﾛｳ 

     鳥取 太郎 

 

 

住 所 

郵 便 番 号 （ 680 -  8570  ） 

鳥取県鳥取市東町一丁目２２０番地 
電 話 番 号 （0857）26 － 7339 

法 人 で あ る 場 合 の 
     フ リ ガ ナ 

代 表 者 の 氏 名 

 
 

法 人 で あ る 場 合 の 役 員 （ 業 務 を 執 行 す る 社 員若しくは 取 締 役 又 は こ れ ら に 準 ず る 

者 ） の 氏 名 及 び 役職 名 

フ リ ガ ナ 
氏 名 

 

役 職 （ 常 勤 ・ 非 常 勤 ） フ リ ガ ナ 
氏 名 

 

役 職 （ 常 勤 ・ 非 常 勤 ） 

 
 

   

申 請 時 に お い て 既 に 受 け て い る 登 録  〇〇県△△△ 

 

別 記 様 式 第 一 号 （ 第 三 条 関 係 ）  
 
（ Ａ ４ ） 

 
表

面 

記入例（個人）

用） 

他県で遊漁船登録

を受けていれば登

録番号を記入 



 
未 成 年 者 で あ る 
場 合 の 法 定 代 理 
人 の 氏 名 又 は 名 
称 及 び 住 所 

 

フ リ ガ ナ 
氏 名 又 は 名 称 

 

 
住 所 

郵 便 番 号 （ － ） 
 

 
 

電 話 番 号 （ ） － 

法 定 代 理 人 が 法 人 

で あ る 場 合 の 
フ リ ガ ナ 

代 表 者 の 氏 名 

 

法 定 代 理 人 が 法 人 で あ る 場 合 の 役 員 （ 業 務 を 執 行 す る 社 員若しくは 取 締 役 又 は こ 

れ ら に 準 ず る 者 ） の 氏 名 及 び 役職 名 

フ リ ガ ナ 

氏  名 

 

役 職 （ 常 勤 ・ 非 常 勤 ） フ リ ガ ナ 

氏   名 

 

役 職 （ 常 勤 ・ 非 常 勤 ） 

  
 

   

営 業 所 の 名 称 及 び 所 在 地 

フ リ ガ ナ 

名 称 
所 在 地 

郵 便 番 号 （680－8570） 

電 話 番 号 （0857）26 － 7339 

ﾄｯﾄﾘ ﾀﾛｳ 

     鳥取 太郎 

  

鳥取県鳥取市東町一丁目２２０番地 

法 第 1 2 条 に 規 定 す る 者（ 遊 漁 船 業 務 主 任 
者 ） の 氏 名 

 

 鳥取 太郎、鳥取 花子 

 

フ リ ガ ナ 

遊 漁 船 の 名 称 

損 害 賠 償 措 置 
（ 磯 等 渡 し 有 ・ 無 ） 

保 険 契 約 又 は 共 済 
契 約の名称 
の 名 称 

塡 補 限 度 額及び 
旅 客 定 員 

保 険 期 間 （ 年 月 日  
から   年 月 日 ま で ） 

 ﾄｯﾄﾘﾏﾙ 

 鳥取丸 

  

〇〇保険 

 

 １人あたり 3,000 万円 

定員１０名 

 

  令和４年４月１１日から 

  令和５年４月１０日まで 

他 の 都 道 府 県 知 事 の 登 録 状 況 

登 録 番 号 登 録 番 号 

  

 

（ Ａ ４ ） 
 

 

裏

面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

備 考 

１ ※ 印 の あ る 欄 に は 、 記 入 し な い こ と 。 

２  記 入 欄 が 不 足 す る 場 合 は 、 枠 を 拡 大 し 又 は 行 を 追 加 し て 記 入 す る か 、 別 紙 に 必 要 

な 事 項 を 記 入 し 添 付 す る こ と 。 
３ 「 新 規 ・ 更 新 」 に つ い て は 、 不 要 な も の を 消 す こ と 。 

４  「 営 業 所 の 名 称 及 び 所 在 地 」 の 欄 に は 、 登 録 を 受 け よ う と す る 都 道 府 県 の 営 業 所 
だ け で な く 全 て の 営 業 所 に つ い て 記 載 す る こ と 。 

５  「 損 害 賠 償 措 置 」 の 欄 に つ い て は 、 磯 等 渡 し （ 漁 場 に お け る 磯 、 い か だ の 上 そ の 
他 漁 場 に お け る 遊 漁 船 以 外 の 場 所 に 利 用 者 を 案 内 し 水 産 動 植 物 を 採 捕 さ せ る 業 務 を 
い う 。） の 「 有 ・ 無 」 に つ い て 、 不 要 な も の を 消 す こ と 。 ま た 、 磯 等 渡 し を 行 う 場 

合 に あ っ て は 、 こ れ に 係 る 漁 場 に お い て 利 用 者 の 生 命 又 は 身 体 に つ い て 生 じ た 損 害 
を 賠 償 す る た め の 保 険 契 約 又 は 共 済 保 険 の 内 容 に つ い て も 記 載 す る こ と 。 

 

他県で遊漁船登録

を受けていれば登

録番号を記入 



別 記 様 式 第 二 号 （ 第 四 条 関 係 ）  
 
（ Ａ ４ ） 

 

 

誓 約 書 
 

 
 

下 記 の 者 は 、 遊 漁 船 業 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 第 ６ 条 第 １ 項 各 号に 

 該当 し な い 者 で あ る こ と を 誓 約 し ま す 。 

 
 

登 録 申 請 者 
 

登 録 申 請 者 の 役 員 
 

登 録 申 請 者 の 法 定 代 理 人 
 

登 録 申 請 者 の 法 定 代 理 人 の 役 員 
 

 
 
 
 

令和〇年 〇月 〇日 
 
 
 
 
 

 

申 請 者  鳥取 太郎 
 
 
 

 

鳥取県 知 事 殿 

 

 
備 考 

 
「 登 録 申 請 者 

登 録 申 請 者 の 役 員 
登 録 申 請 者 の 法 定 代 理 人 

登 録 申 請 者 の 法 定 代 理 人 の 役 員 」 に つ い て は 、 不 要 な 
も の を 消 す こ と 。 

記入例（個人用） 



「 実務経験 

  実務研修     」 
 

実務経験 

実務研修 
 

別 記 様 式 第 三 号 （ 第 四 条 関 係 ）  
 

 

実 務 経 験 

実 務 研 修 

 
 
 

 

証 明 書 

 
 
（ Ａ ４ ） 

 

下 記 の 者 は 、 遊 漁 船 業 に 関 し 、 下 記 の と お り 

証 明 し ま す 。 

 

実 務 経 験 
実 務 研 修 

 

を 有 す る こ と に 相 違 な い こ と を 
 
 
 

令和〇年 〇月 〇日 
 

証 明 者 〇〇 〇〇 
 

遊 漁 船 業 務 主 任 者 の 氏 名  鳥取 太郎 生 年 月 日  S50.4.1 
使 用 者 で あ る 遊 漁 船 業 者 の 氏 名 若 

し く は 名 称 又 は 実 務 研 修 を 指 導 し 

た 遊 漁 船 業 務 主 任 者 の 氏 名 （ 遊 漁 

船 業 者 の 登 録 番 号 ） 

                                      
 

 

鳥取 太郎 
（鳥取県４００ ） 

令和２年４月１日 時 分 か ら  

令和３年５月１日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 
（ ） 

年 月 日 時 分 か ら 
年 月 日 時 分 ま で 

 合 計 満 １年 １月 日 時 分 

 
 

備 考 

    １ この証明書は、被証明者１ 人について、証明者別に作成すること。 

  

    ２        については、不要なものを消すこと。         

 

３        の期間 の欄は、実務研修の場合にあっては、時分についても記載  

 

 すること。  

４ 船舶職員及び小型船舶操縦者法（ 昭和 26 年法律第 149 号） に基づく海技免状又 

は小型船舶操縦免許証の写し及び第 10 条第１ 項第３ 号に基づく修了証明書の写し 

を添付すること。 

  

実務経験 

実務研修 
の期間 

記入例 

１年以上の実務経験が必要 

本人または遊漁船

登録をしている者 



「 実務経験 

  実務研修     」 
 

実務経験 

実務研修 
 

別 記 様 式 第 三 号 （ 第 四 条 関 係 ）  
 

 

実 務 経 験 

実 務 研 修 

 
 
 

 

証 明 書 

 
 
（ Ａ ４ ） 

 

下 記 の 者 は 、 遊 漁 船 業 に 関 し 、 下 記 の と お り 

証 明 し ま す 。 

 

実 務 経 験 
実 務 研 修 

 

を 有 す る こ と に 相 違 な い こ と を 
 
 
 

令和〇年 〇月 〇日 

証 明 者 鳥取 花子
 

遊 漁 船 業 務 主 任 者 の 氏 名 鳥取 太郎 生 年 月 日 S50.4.1 

使 用 者 で あ る 遊 漁 船 業 者 の 氏 名 若 

し く は 名 称 又 は 実 務 研 修 を 指 導 し 

た 遊 漁 船 業 務 主 任 者 の 氏 名 （ 遊 漁 

船 業 者 の 登 録 番 号 ） 

                                      
 

 

鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月 ３日１０時 分 か ら  

令和４年４月 ３日１５時 分 ま で 

鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月 ４日 ９時 分 か ら  

令和４年４月 ４日１４時 分 ま で 

鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月 ６日１０時 分 か ら 
令和４年４月 ６日１５時 分 ま で 

鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月 ７日１０時 分 か ら  
令和４年４月 ７日１６時 分 ま で

ま で 鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月１０日１０時 分 か ら  

令和４年４月１０日１５時 分 ま で
ま で 鳥取 花子 

（鳥取県５００） 
令和４年４月１２日１３時 分 か ら  
令和４年４月１２日１８時 分 ま で

ま で 鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月１３日１０時 分 か ら  
令和４年４月１３日１５時 分 ま で 

鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月１６日１０時 分 か ら  
令和４年４月１６日１５時 分 ま で

ま で 鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月２０日１１時 分 か ら  
令和４年４月２０日１６時 分 ま で

ま で 鳥取 花子 
（鳥取県５００ ） 

令和４年４月２１日１０時 分 か ら  
令和４年４月２１日１６時 分 ま で 

 合 計 満 年 月 日 ５２時 分 

 
 

備 考 

    １ この証明書は、被証明者１ 人について、証明者別に作成すること。 

  

    ２        については、不要なものを消すこと。         

 

３        の期間 の欄は、実務研修の場合にあっては、時分についても記載  

 

 すること。  

４ 船舶職員及び小型船舶操縦者法（ 昭和 26 年法律第 149 号） に基づく海技免状又 

は小型船舶操縦免許証の写し及び第 10 条第１ 項第３ 号に基づく修了証明書の写し 

を添付すること。 

実務経験 

実務研修 
の期間 

記入例 

１日５時間以上の研修期間

が必要 

遊漁船業務主任者 

の証明 



別 記 様 式 第 三 号 の 二 （ 第 四 条 関 係 ）  
 
（ Ａ ４ ） 

 
 

 

 

誓 約 書 
 

 
 
 

選 任 し た 遊 漁 船 業 務 主 任 者 は 、 遊 漁 船 業 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 

施 行 規 則 第 10 条 第 ２ 項 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い 者で あ る こ と  

を 誓 約 し ま す 。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

令和〇年 〇月 〇日 
 

 
 
 
 
 

申 請 者  鳥取 太郎 
 
 
 

鳥取県 知 事 殿 
 
 

 

 

記入例（個人用） 


